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C#は、純粋なプログラミング言語で

す。プログラミング言語としてのC#に

は、ウィンドウもボタンもツールバー

も含まれていません。これまでの4回の

連載で取り上げたサンプルプログラム

も、ウィンドウを使わない“コンソー

ルアプリケーション”だけでした。だか

らといって、C#でWindowsのウィンド

ウアプリケーションやGUIプログラム

を開発できないというわけではありま

せん。C#と.NET Framework SDKだけ

でも、ウィンドウアプリケーションや

UIを備えたコンポーネントを開発する

ことができます。

C#とWindowsアプリケーションの開

発の関係は、C/C++とWindowsアプリ

ケーションの開発の関係に似ています。

C/C++もプログラミング言語ですから、

ウィンドウもボタンも含まれていませ

ん。そのため、C/C++でウィンドウを

利用するアプリケーションを開発する

ためには、WindowsのAPIを直接呼び

出したり、MFCのようなWindowsの

GUIをサポートするクラスライブラリ

を使う必要があります。しかし、OS開

発のための言語として出発してオブジ

ェクト指向プログラミングに利用される

ようになった「C/C++を使うWindows

プログラミング」と、最初からWindows

の開発をターゲットとして開発された

「C#を使ったGUIプログラム開発」との

間には、決定的な違いがあります。

C#には、Windowsアプリケーション

やコンポーネントの開発が容易になる

“タネ”と“シカケ”があるという点です。

今回と次回の2回で、C#と.NET Fra

mework SDKを使って、Windowsアプ

リケーションを開発してみましょう

C#は、ECMA（European Computer

Manufacturer's Association、欧州コン

ピュータ製造業者協会）の標準として

仕様が公開されているプログラミング

言語です。つまり、プログラミング言
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・この記事で取り上げたソースコードおよび
サンプルプログラムは、付録CD-ROMの
¥DOTNET¥CSHARPディレクトリに収
録しています。

¥AWINDOW
単純なウィンドウ表示プログラム

¥HELLOWND
ウィンドウ版Hello C#プログラム

※この記事では.NET Framework SDKを
利用して解説していますが、C#Builder、
SharpDevelopでも利用できます（C#
コンパイラならすべて利用できます）。
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語としてのC#は、Windowsや.NET

Frameworkとは直接関係がありませ

ん。これは、Visual Basicを代表とする

これまでのMicrosoftの主要なプログラ

ミング環境とは大きく異なる点であり、

C#がユニークである理由でもあります。

しかし、もちろん、C#はその開発当

初から、「Windows」という実行環境を

ターゲットとしていました。

そして、この連載のコンソールアプ

リケーションのサンプルの開発にも、

C#のオブジェクト指向のアプローチ

と、.NET Frameworkを使ってきまし

た。実際、これまでのサンプルでは、

.NET Frameworkのうちの、CLR（Com

mon Language Runtime）と、クラス

ライブラリの一部（GUIを除いた部分）

を使っていました（図1左）。

GUIを活用する（ウィンドウを表示

する）Windowsアプリケーションを作

るために必要なことも、これまでに説

明したこととほとんど同じです。ただ

ひとつ違う点は、「.NET Frameworkの

一連のクラスライブラリの中の“GUI

関連のクラス”も使う」ということだ

けです（図1右）。

さて、それではさっそくC#と.NET

Framework SDKを使って、Windows

のウィンドウを作ってみましょう。

.NET Frameworkでは、通常、ウィ

ンドウは「Formsクラスの派生クラス」

として定義します。つまり、単純なウ

ィンドウのクラスを定義したいときに

は、次のようにすればよいわけです。

public class Form1 :
System.Windows.Forms.Form
{
}

これで「Form1」という名前のフォ

ームのクラス、つまり、実行時にはウ

ィンドウとして表示されるはずのクラ

スができたわけですが、これだけでは

C#のプログラムとして実行することは

できません。

単独で起動されるC#のプログラム

は、「Main()」からプログラムの実行が

開始されます。つまり、C#の起動可能

なプログラムには、次のようなプログ

ラムの開始点（アプリケーションのメ

インエントリポイント）が必要です。

static void Main() 
{

// アプリケーションのコード
}

「このMain()からプログラムが始ま

る」ということは、この連載で前回ま

でに取り上げてきたコンソールアプリ

ケーションでも、ウィンドウを使うア

プリケーションでも同じです。

◆Main( ) で実行するコード

さて、ここで実行するべき「アプリ

ケーションのコード」について考えて

みましょう。

フォームベースのアプリケーション、

つまり、ウィンドウを使うアプリケー

ションは、何らかのメッセージを受け

取らないと、ユーザーと対話できないだ

けでなく、ユーザーの通常の操作でプ

ログラムを終了することさえできませ

ん。ですから、開発に使うプログラミ

ング言語が何であろうと（また、Win

dowsであろうとほかのウィンドウシス

テムであろうと）、ウィンドウを使うア

プリケーションには「ウィンドウに送

られてくるメッセージを処理するルー

プ」が必要です★1。

このループは、通常は、プログラム

が終了するまで“メッセージを受け取

っては処理する”ということを繰り返

すだけなので、「メッセージループ」と

呼びます。

★1 現在の一般的なウィンドウシステムでは、ほとんどこの種のメッセージループを使ってユーザーやシ
ステムとの対話を制御し管理します。ただし、プログラミング言語や開発環境の中にはメッセージル
ープをプログラマに見せないように背後に隠蔽しているものがあります。また、きわめて特殊な構造
のプログラムの中には例外的にメッセージループを使わないものもあります。
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図1：コンソールアプリケーションとWindowsアプリケーション

*）ここでは例としてアプリケーション開発の場合で説明していますが、コンポーネントの開発でも考え方は同じ
です。

ウィンドウを作るには？




